
音
楽
と
の
出
会
い

　

私
の
音
楽
と
の
出
会
い
は
、
78
回
転
の
Ｓ
Ｐ
盤

（
古
い
レ
コ
ー
ド
）で
聴
い
た
往
年
の
巨
匠
の
音
楽

で
す
。
指
揮
者
の
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
、
バ
イ
オ
リ
ン

の
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
、
ピ
ア
ノ
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、

声
楽
の
シ
ャ
リ
ア
ピ
ン
（
シ
ャ
リ
ア
ピ
ン
ス
テ
ー

キ
で
も
有
名
）
な
ど
、
よ
く
聴
い
た
も
の
で
す
。

小
学
生
の
時
に
は
、
親
に
頼
ん
で
指
揮
台
を
作
っ

て
も
ら
い
、
レ
コ
ー
ド
を
か
け
て
は
箸
を
持
っ
て

指
揮
台
に
上
が
り
、
演
奏
家
気
分
で
音
楽
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

生
演
奏
を
初
め
て
聴
い
た
の
は
、
小
学
校
２
年

生
の
時
。
夏
に
父
を
病
気
で
亡
く
し
落
ち
込
ん
で

い
た
私
を
見
か
ね
て
、
い
と
こ
が
ゲ
オ
ル
ク
・

シ
ョ
ル
テ
ィ
指
揮
の
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
演
奏
会

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
交
響
曲
第
５
番「
運
命
」、
第
６
番「
田
園
」の

組
み
合
わ
せ
で
す
。
初
め
て
聴
く
生
演
奏
に
が
く

ぜ
ん
と
し
、
そ
れ
以
来
、
音
楽
は
私
の
心
の
支
え

で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
経
験
か
ら
、

で
き
る
だ
け
小
さ
い
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

最
高
の
も
の
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
そ

の
後
の
人
生
を
心
豊
か
な
も
の
に
す
る
と
い
う
、

確
信
め
い
た
も
の
を
持
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
33
回
転
の
Ｌ
Ｐ
盤
が
出
て
音
質
も
向

上
し
、
高
校
生
の
時
に
は
親
に
無
理
を
い
っ
て

オ
ー
デ
ィ
オ
を
買
い
そ
ろ
え
、
レ
コ
ー
ド
も
徐
々

に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
印
象
に
残
る
の
は
、
ピ

ア
ノ
の
グ
レ
ン
・
グ
ー
ル
ド
、
リ
ヒ
テ
ル
、
ポ
リ
ー

ニ
な
ど
、
お
の
お
の
自
分
の
音
色
を
持
っ

た
演
奏
家
で
、
ほ
と
ん
ど
生
演
奏
を
行
わ

な
か
っ
た
グ
ー
ル
ド
以
外
は
演
奏
会
に
も

行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
か
く
い
う
私

は
高
校
３
年
ま
で
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま

し
た
が
、
音
楽
で
飯
を
食
え
る
ほ
ど
の
才

能
が
な
い
こ
と
を
悟
り
、
早
々
に
挫
折
し

て
い
ま
す
。

　

大
学
受
験
に
失
敗
し
た
私
は
予
備
校
に

通
い
始
め
ま
し
た
が
、
予
備
校
時
代
と
大

学
に
通
っ
た
計
５
年
間
が
最
も
演
奏
会
や

美
術
館
・
博
物
館
に
通
う
期
間
と
な
り
ま

し
た
。
何
冊
分
の
参
考
書
代
が
そ
れ
ら
に

消
え
て
い
っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ご
め

ん
な
さ
い
。

　

予
備
校
時
代
か
ら
十
数
年
を
東
京
で
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
音
楽
、
演

劇
、
美
術
館
、
博
物
館
な
ど
、
文
化
施
設
が
大
都

市
に
偏
在
す
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
す
。
特
に

演
劇
は
、
大
都
市
で
な
い
と
な
か
な
か
鑑
賞
す
る

機
会
は
な
く
、
寺
山
修
司
、
つ
か
こ
う
へ
い
、
蜷

川
幸
雄
な
ど
、
話
題
の
新
作
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

フ
ッ
ペ
ル
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

　

鳥
栖
市
に
は
、
フ
ッ
ペ
ル
（H

U
PFER

）
と
い

う
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
６
年
に
当
時
の
子

ど
も
た
ち
に
優
れ
た
情
操
教
育
を
行
い
た
い
と
、

婦
人
会
や
有
志
の
皆
さ
ま
で
資
金
集
め
を
し
て
購

入
し
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
す
。
当
時
２
階
建
て

の
家
３
軒
分
の
値
段
が
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
第
２
次
世
界
大
戦
の
戦
況
が
厳
し
く
な
っ
た

際
、
音
楽
学
校
出
身
の
特
攻
隊
員
が
、
こ
の
ピ
ア

ノ
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
月
光
ソ
ナ
タ
を
弾
い
て

飛
び
立
っ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
り
、
平
成
５
年
に

は
「
月
光
の
夏
」
と
い
う
映
画
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
７
年
か
ら
「
音
楽
に
よ
る
世
界
平
和

創
造
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
特

長
は
、
１
次
予
選
、
２
次
予
選
、
本
選
が
３
日
間

連
続
で
行
わ
れ
、
受
験
者
の
皆
さ
ん
は
１
回
の
演

奏
会
が
開
け
る
ほ
ど
の
準
備
が
必
要
な
こ
と
で

す
。
従
っ
て
レ
ベ
ル
が
非
常
に
高
く
、
こ
こ
か
ら フッペルのピアノ
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音
楽
界
を
代
表
す
る
よ
う
な
演
奏
家
が
出
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル

の
優
勝
者
は
、
優
勝
賞
金
に
加
え
て
、
翌
年
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
を
弾
く
機

会
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

フ
ッ
ペ
ル
が
作
ら
れ
た
の
は
旧
東
ド
イ
ツ
の

ツ
ァ
イ
ツ
市
で
あ
り
、
そ
の
ご
縁
か
ら
、
平
成
11

年
以
来
、
平
和
教
育
と
異
文
化
理
解
を
進
め
る
相

互
交
流
事
業
も
続
い
て
い
ま
す
。

ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ「
熱
狂
の
日
」 

音
楽
祭

　

私
が
こ
の
音
楽
祭
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
九

州
経
済
同
友
会
の
道
州
制
を
検
討
す
る
委
員
会
の

勉
強
で
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
を
回
っ

た
時
に
訪
ね
た
フ
ラ
ン
ス
の

ナ
ン
ト
市
で
す
。
今
フ
ラ
ン

ス
で
最
も
元
気
な
ま
ち
と
い
わ
れ
る
ナ
ン
ト
市
で

す
が
、
ナ
ン
ト
市
の
文
化
顧
問
・
ジ
ャ
ン
＝
ル
イ
・

ボ
ナ
ン
さ
ん
か
ら
、
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

興
味
深
い
取
り
組
み
を
た
く
さ
ん
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ナ
ン
ト
市
は
、
ロ
ワ
ー
ル
川
が
大
西
洋
に
注
ぐ

河
口
近
く
に
あ
り
、
そ
の
昔
造
船
業
で
栄
え
た
ま

ち
で
し
た
。
そ
の
後
、
中
国
や
韓
国
の
台
頭
に

よ
っ
て
造
船
業
が
廃
れ
、
１
９
８
９
年
に
市
長
に

就
任
さ
れ
た
の
が
ジ
ャ
ン
＝
マ
ル
ク
・
エ
ロ
ー

市
長
で
し
た
（
後
に
オ
ラ
ン
ド
政
権
時
の
第
20
代

首
相
）。

　

エ
ロ
ー
市
長
の
取
り
組
み
は
、
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
・

ド
・
リ
ュ
ク
ス
と
い
う
演
劇
集
団
の
育
成
か
ら
始

ま
り
、
そ
の
舞
台
装
置
を
担
当
す
る
の
は
、
造
船

か
ら
転
じ
た
技
術
者
が
集
ま
る
ラ
・
マ
シ
ー
ン
と

い
う
工
房
で
す
。
そ
し
て
音
楽
分
野
を
担
当
し
た

の
が
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
音
楽

祭
を
企
画
し
た
ル
ネ
・
マ
ル
タ
ン
氏

で
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
コ
ン
セ

プ
ト
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
祭
は

１
９
９
５
年
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は

世
界
各
国
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
２
０
２
２
年
の
テ
ー
マ
は

「
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
」と
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
19
年
に
市
長
に
当
選
し
、
地

方
都
市
で
も
生
の
芸
術
に
触
れ
る
機

会
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
た
私

は
、
こ
の
音
楽
祭
を
本
市
で
開
催
し

た
い
と
強
く
思
い
、
平
成
22
年
２
月

に
ル
ネ
・
マ
ル
タ
ン
氏
を
口
説
く
た
め
に
ナ
ン
ト
市

を
訪
ね
ま
し
た（
も
ち
ろ
ん
私
費
で
）。
紆う

よ余
曲
折

は
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
５
月
に
世
界
で
10

番
目
の
開
催
地
と
し
て
開
催
で
き
る
運
び
と
な
り
、

平
成
25
年
ま
で
の
３
年
間
、
毎
回
国
内
外
の
演
奏

家
３
０
０
〜
４
０
０
人
、
お
客
さ
ま
６
万
人
強
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
（
３
年
間
で
延
べ
19
・
５
万

人
）
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
こ
の
音
楽
祭
の

楽
し
み
は
、
演
奏
家
や
聴
衆
が
同
じ
空
間
で
２
日

間
を
過
ご
す
間
に
親
し
く
な
り
、
新
た
な
世
界
が

広
が
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
始
め
た
保
育

園
・
幼
稚
園
、
小
学
校
で
の
演
奏
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
現
在
も
毎
年
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

芸
術
は
心
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
、
個
性
あ
ふ
れ

る
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

たくさんの観客が詰めかけたメイン会場

ラ・フォル・ジュルネ鳥栖

ルネ・マルタン氏（右から2番目）と筆者（左端）
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